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古
文
書
解
読
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座
第
十
九
回 

何
の
品
物
リ
ス
ト
？ 

出
典
：
東
京
府
文
書 

「
総
御
達
簿
〈
第
三
大
区
三
、
四
小
区
〉」 

（
請
求
番
号
６
０
６
．
Ｂ
６
．
０
９
） 

平
成
二
十
八
年
六
月 

東
京
都
公
文
書
館 

 

 
 

     

      

            

 

  

   

一
、
史
料
「
総
御
達
簿
〈
第
三
大
区
三
、
四
小
区
〉
」
（
明
治
７
年
） 

 

 

 

今
回
は
、
東
京
府
の
公
文
書
の
う
ち
、
一
八
七
四
年
（
明

治
七
）
一
一
月
二
〇
日
に
各
区
戸
長
へ
発
せ
ら
れ
た
布
達
を

取
り
上
げ
ま
す
。 

さ
ま
ざ
ま
な
品
物
が
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
い
っ
た
い
何

の
リ
ス
ト
な
の
で
し
ょ
う
か
。
い
ろ
い
ろ
と
思
い
浮
か
べ
な

が
ら
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。 
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二
、
史
料
の
解
読
／
読
み
下
し
例 
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【
解
読
文
】 

 
 
 

差
入
品
一
度
分
定
則 

一 

た
ゝ
み
い
わ
し 

 
 

五
拾
枚 

一 

干
魚
類 

 
 
 
 
 

同 

一 

鮭 
 
 
 
 
 
 
 

十
切 

一 

鰹
魚
節 

 
 
 
 
 

三
本
以
内 

 
 
 
 

右
之
内
壱
品 

一 

煮
豆 

 
 
 
 
 
 

八
寸
重
一
重 

一 

青
物
類 

 
 

小
籠 

壱
籠 

一 

沢
庵
漬 

 
 
 
 
 

廿
本 

一 

梅
干 

 
 
 
 
 
 

壱
舛 

 
 
 
 

右
之
内
一
品 

一 

ひ
し
を 

 
 
 
 
 

壱
舛 

一 

正
油 

 
 
 
 
 
 

弐
舛 

一 

塩 
 
 
 
 
 
 
 

壱
舛 

 
 
 
 

右
之
内
一
品 

一 

ま
く
ろ 

 
 
 
 
 

二
十
切 

一 

こ
の
し
ろ 

 
 
 
 

百
本 

一 

い
わ
し 

 
 
 
 
 

同 

一 

い
な 

 
 
 
 
 
 

五
拾
本 

一 

牛
肉 

 
 
 
 
 
 

壱
斤 

 
 
 
 

右
之
内
一
品 

一 

半
紙 

 
 
 
 
 
 

三
状 

一 

手
拭 

 
 
 
 
 
 

一
筋 

一 
下
帯 

 
 
 
 
 
 

壱
筋 

 
 
 
 

右
之
内
一
品 

一 

ケ
ツ
ト
ウ 

 
 
 
 

壱
枚 

 
 
 
 

右
年
々
二
度 

 

右
之
通
り 
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【
語
句
解
説
】 

 
○
畳
鰯
（
た
た
み
い
わ
し
） 

カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ
の
稚
魚
を
生
の
ま
ま
、
海
苔
を
す
く
よ
う
に
し
て
葭
簀
（
よ

し
ず
）
の
上
に
並
べ
て
天
日
で
乾
し
、
一
枚
の
網
状
に
し
た
食
品
。（『
日
本
国

語
大
辞
典
』） 

○
醤
・
醢
（
ひ
し
お
） 

 

（
醤
）
な
め
味
噌
の
一
種
。
大
豆
に
小
麦
で
つ
く
っ
た
麹
と
食
塩
水
を
加
え
て

醸
造
し
た
も
の
。
そ
の
ま
ま
調
味
料
と
し
て
用
い
た
り
、
ナ
ス
、
ウ
リ
な
ど
を

漬
け
こ
ん
だ
り
し
て
食
べ
る
。
ま
た
、
そ
の
漬
物
。（『
日
本
国
語
大
辞
典
』） 

○
鯔
（
い
な
） 硬

骨
魚
綱
ボ
ラ
目
ボ
ラ
科
に
属
す
る
魚
。
古
名
は
ク
チ
メ
（
口
魚
）、
ナ
ヨ
シ

（
名
吉
）。
マ
ボ
ラ
、
カ
ラ
ス
ミ
ボ
ラ
と
も
い
う
。
出
世
魚
の
代
表
の
一
つ
で
、

海
か
ら
川
へ
入
り
だ
し
た
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
余
り
の
幼
魚
を
ハ
ク
、
川
や
池

で
生
活
す
る
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
前
後
を
オ
ボ
コ
、
ス
バ
シ
リ
、
生
後
一
年

を
経
過
し
た
二
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
余
り
の
未
成
魚
を
イ
ナ
、
二
〜
四
年
魚
の

三
〇
〜
五
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
成
魚
を
ボ
ラ
、
五
年
以
上
の
老
成
魚
を
ト
ド

と
い
う
。（『
日
本
大
百
科
全
書
』） 

○
ケ
ツ
ト
ウ 毛

布
。
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
一
一
月
二
〇
日
に
差
入
品
定
則
が
改
訂
さ
れ

た
が
、
そ
の
品
目
一
覧
に
「
毛
布 

ケ
ッ
ト
ー
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
恐
ら
く

「
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト
」
の
意
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
本
史
料
の
「
ケ
ツ
ト

ウ
」
も
毛
布
を
指
す
も
の
と
判
断
で
き
る
。 

       

【
読
み
下
し
例
】 

 

一
度
に
差
し
入
れ
で
き
る
品
の
規
則 

一 

畳
鰯 

 
 
 
 
 
 

五
十
枚 

一 

干
魚
類 

 
 
 
 
 

同 

一 

鮭 
 
 
 
 
 
 
 

十
切 

一 

鰹
魚
節 

 
 
 
 
 

三
本
以
内 

 
 
 
 

右
の
内
よ
り
一
品 

一 

煮
豆 

 
 
 
 
 
 

八
寸
重
一
重 

一 

青
物
類 

 
 

小
籠 

一
籠 

一 

沢
庵
漬 

 
 
 
 
 

二
十
本 

一 

梅
干 

 
 
 
 
 
 

一
舛 

 
 
 
 

右
の
内
よ
り
一
品 

一 

醤
（
醢
） 

 
 
 
 

一
舛 

一 

正
油 

 
 
 
 
 
 

二
舛 

一 

塩 
 
 
 
 
 
 
 

一
舛 

 
 
 
 

右
の
内
よ
り
一
品 

一 

鮪 
 
 
 
 
 
 
 

二
十
切 

一 

鰶 
 
 
 
 
 
 
 

百
本 

一 

鰯 
 
 
 
 
 
 
 

同 

一 

鯔 
 
 
 
 
 
 
 

五
十
本 

一 

牛
肉 

 
 
 
 
 
 

壱
斤 

 
 
 
 

右
の
内
よ
り
一
品 

一 

半
紙 

 
 
 
 
 
 

三
状
（
帖
） 

一 

手
拭 

 
 
 
 
 
 

一
筋 

一 
下
帯 

 
 
 
 
 
 

壱
筋 

 
 
 
 

右
の
内
よ
り
一
品 

一 

毛
布 

 
 
 
 
 
 

壱
枚 

 
 
 
 

右
は
年
に
二
度 

 
 

右
の
通
り 
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三
、
史
料
解
説 

  
こ
の
リ
ス
ト
に
続
く
史
料
に
は
、「
罪
人
之
親
族
又
ハ
知
寄
之
も
の
よ
り
差
贈
品
之
儀
」

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
懲
役
場
（
刑
務
所
）
に
収
監
さ
れ
て
い
る
受
刑
者
に
対

し
、
親
族
や
知
人
ら
が
一
度
に
差
し
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
品
物
リ
ス
ト
で
し
た
。
こ
の

布
達
は
、
一
八
七
四
年
（
明
治
七
）
一
月
二
五
日
、
懲
役
場
掛
よ
り
東
京
府
各
区
戸
長
へ

宛
て
て
出
さ
れ
た
も
の
で
す（「
罪
人
親
戚
ま
た
は
知
り
寄
り
の
も
の
よ
り
差
贈
品
に
付
伺

済
の
義
懲
役
場
掛
よ
り
東
京
府
詰
各
区
戸
長
へ
申
入 

１
月
２
５
日 

品
目
一
覧
」）。 

 

■
石
川
島
懲
役
場 

 

懲
役
場
と
は
、
懲
役
刑
、
つ
ま
り
受
刑
者
を
拘
置
し
て
所
定
の
作
業
を
行
わ
れ
る
場
所

の
こ
と
で
、
現
在
の
刑
務
所
に
あ
た
る
施
設
で
す
。
江
戸
時
代
、
石
川
島
に
あ
っ
た
人
足

寄
場
は
、
一
八
七
〇
年
（
明
治
三
）
二
月
に
「
佃
島
徒
場
」
と
改
称
さ
れ
ま
す
（『
東
京
市

史
稿
』
市
街
篇
第
五
十
一
）。
そ
し
て
、
七
三
年
二
月
に
「
徒
場
」
を
「
懲
役
場
」
と
改
称

す
る
こ
と
が
達
せ
ら
れ
ま
し
た
（
同 

第
五
十
四
）。
こ
の
の
ち
、「
石
川
島
懲
役
署
」（
七

六
年
二
月
）、「
石
川
島
監
獄
署
」（
七
七
年
七
月
）
と
改
称
さ
れ
て
い
ま
す
（『
中
央
区
史
』

下
巻
）。 

 

後
年
に
な
り
ま
す
が
、
一
八
七
九
年
（
明
治
一
二
）
一
月
の
「
郵
便
報
知
新
聞
」
に
よ

る
と
、
二
六
棟
の
獄
舎
に
二
〇
〇
〇
人
前
後
の
受
刑
者
が
居
り
、
一
坪
に
二
人
半
が
割
り

当
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
に
出
来
た
建
物
で
、
海
辺
の

た
め
に
湿
気
も
多
く
、
衛
生
状
態
も
良
く
な
か
っ
た
そ
う
で
す
（
同 

下
巻
）。 

 

■
差
入
を
め
ぐ
る
問
題 

 

品
物
の
多
く
は
食
品
で
占
め
ら
れ
、
漬
物
や
乾
物
と
い
っ
た
食
事
の
際
に
足
し
に
な
る

も
の
や
調
味
料
の
ほ
か
、
鮪
や
鰯
な
ど
の
鮮
魚
、
そ
し
て
牛
肉
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
注
目
さ
れ
ま
す
。 

 

江
戸
時
代
で
は
、
一
部
を
除
き
、
基
本
的
に
は
牛
肉
は
食
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

幕
末
に
な
り
外
国
人
が
居
留
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
外
国
人
向
け
の
牛
肉
が
供
給
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
明
治
に
な
る
と
、
牛
肉
を
食
す
る
人
も
出
て
き
て
き
ま
す
が
、
一
般

家
庭
で
食
事
に
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
大
正
時
代
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
当
時
牛
肉
は
、
病
気
に
か
か
っ
た
受
刑
者
へ
の
滋
養
薬
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
ち
な
み
に
、
後
に
は
、
刑
務
所
内
で
の
副
食
物
で
は
「
牛
肉
」
が
最
も
上
等
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
受
刑
者
や
盗
人
ら
の
間
で
、
刑
務
所
長
を
指
す
隠
語
と
し
て
使
わ
れ
た
そ
う

で
す
（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）。 

 

ほ
か
の
史
料
で
は
、
差
し
入
れ
を
す
る
親
族
や
知
人
が
絶
え
ず
、
休
日
で
懲
役
場
の
役

人
も
少
な
い
日
に
は
、
品
物
検
査
が
十
分
に
行
き
届
か
な
い
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
受
刑
者
を
気
遣
っ
た
者
だ
け
で
な
く
、
な
か
に
は
「
外
々
へ
対
し
面
目
に
存
じ
、
や

む
を
え
ず
競
て
」（
読
み
下
し
文
）
差
し
入
れ
を
行
う
者
も
大
勢
い
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

さ
ら
に
は
、
一
人
の
受
刑
者
に
対
し
て
多
人
数
で
差
し
入
れ
を
行
い
、
他
の
受
刑
者
へ

「
分
配
賑
恤
」
さ
せ
る
者
も
い
ま
し
た
。
数
少
な
い
獄
中
生
活
の
「
娯
楽
」
と
さ
せ
る
こ

と
や
、
受
刑
者
間
の
地
位
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
、
弊
害
と
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

■
〝
生
も
の
〟
の
禁
止 

こ
れ
ら
差
入
品
は
「
野
菜
又
は
魚
肉
類
渾
（
す
べ
）
て
生
鮮
の
侭
（
ま
ま
）」（
読
み
下

し
文
）、
つ
ま
り
〝
生
も
の
〟
で
し
た
。
こ
の
こ
と
が
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
の
か
、
翌
年

一
一
月
に
は
「
差
入
品
定
則
改
訂
」
が
出
さ
れ
、
今
後
は
次
の
リ
ス
ト
の
よ
う
に
差
し
入

れ
る
よ
う
指
示
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
 
 

一 

魚
類 

 

煮
物 

 
 
 
 
 
 

壱
重 

 
 
 

一 

牛
肉 

 

同
断 

 
 
 
 
 
 

同 

 
 
 

一 

鶏
肉 

 

同
断 

 
 
 
 
 
 

同 

 
 
 

一 

煮
豆 

 

同
断 

 
 
 
 
 
 

同 

 
 
 

一 

野
菜 

 

同
断 

 
 
 
 
 
 

同 

 
 
 

一 

梅
干 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 

 
 
 

一 

漬
物 

 

大
根
類
ハ
割
裁 

 
 

同 

 
 
 

一 

鶏
卵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
十 

 
 
 
 
 
 
 

但
、
生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
後 

略
） 

 

出
典 

懲
役
人
へ
親
戚
等
よ
り
差
入
品
の
規
定
改
正
の
件
懲
役
場
よ
り
各
区
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戸
長
へ
達
に
付
第
一
大
区
当
直
よ
り
通
達 

明
治
８
年
１
１
月
２
０
日 

附
差
入
品
定
則
（
東
京
府
文
書
「
御
布
告
留
〈（
第
三
大
区
）
一
・
二
小
区
〉

明
治
８
年
１
０
月
ヨ
リ
１
２
ニ
至
」、
請
求
番
号
６
０
７
．
Ｂ
５
．
１
１
） 

  

鶏
卵
や
漬
物
類
を
除
き
、
魚
類
・
牛
肉
・
野
菜
は
全
て
「
煮
物
」、
つ
ま
り
火
を
通
し
た

も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。
二
回
の
夏
場
を
経
験
し
、
衛
生

状
態
も
良
く
な
い
な
か
で
、
食
中
毒
が
発
生
し
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
完
） 

 


